
＜経営学部＞ 

経営学部は、企業など多くの人々が集まって運営される組織について、またその活動や運営に

ついて研究する学部です。理想的な組織について学ぶ組織論や、企業の会計について学ぶ会計

論、また、組織がどのように活動したら理想的な結果が得られるかを学ぶ組織行動論、また企業

を取り巻く情報を整理・分析し、経営状態の問題点やその解決策を学ぶ経営情報論等がありま

す。 

 主な就職先としては、銀行や保険、証券などの金融関係に就職する人が多いです。また、百貨

店やスーパーなどの小売業やサービス業に就職したり、他にも公認会計士や税理士、中小企業

診断士を目指す人もいます。 

 

＜シグマ講師による学部紹介＞ 

1.講師の所属学部・学科：経営学部 経営学科 

2.専攻：中小企業経営学 

3.専攻についての詳細 

 経営学部では、企業経営に関する法律である民法や商法を学ぶことができ、さらに簿記や会計

学なども学ぶことができます。経営学部の分野は、いずれ社会に出て働く際に、重要となる知識を

多く学ぶことが出来るので、非常にやりがいがあります。 

 

その中で私が現在研究しているのは、中小企業や零細企業の経営に関することです。 

ここで唐突ですが、みなさんの家の近くに小さな工場（町工場）はありませんか？私の家の近くに

は、小さな工場がたくさんあるのですが、私は、高校生の時まで、「大規模な工場や、ハイテク工

場がたくさんある中で、どうやってこのような小さな工場は生き残ってきたのだろう？」とずっと疑問

に思っていました。みなさんは不思議に思ったことはないでしょうか？ 

私が経営学部に入学したのは、“その長年の疑問を解消する為！”・・というわけではなかった

のですが、大学で専攻することになった「中小企業経営論」を学ぶことで、その長年の疑問が解消

されることになりました。それでは、その中小企業経営論の中身を少し紹介したいと思います。 

 

 皆さんご存知の通り、ついこの間まで、日本は「不況」でした。多くの企業の倒産・失業者の増加

など、      みなさんの記憶にも新しいかと思います。当然、中小企業や零細企業も大ダメー

ジを受け、倒産してしまう    ケースも少なくありませんでした。では、その景気の上下に左右さ

れることなく、安定した経営を行っていくためにはどのようにしたらいいでしょうか？ 

そこで鍵になってくるのは「すきま産業」という言葉です。例えば航空機を生産している大きな会

社があるとします。もちろん航空機をつくるためには多くの部品が必要になります。その部品を大

会社だけで生産するかというと、それは違いますよね。 

その部品の多くは、中小企業に製造を依頼されるのです。その依頼先を選択する場合に、大会

社は何を基準に考えるかというと、いわゆる「コスト」と呼ばれるものです。いかに安く部品を生産



してくれるかで、依頼先を決定するのです。しかし当然のことですが、企業規模が小さくなればな

るほどコストダウンは難しくなります。小さな工場で人件費を削減すると、作業する人が足りなくな

ってしまいますし、機械も数少ないので、機械を売りはらって、設備費を削減するわけにもいきま

せん。 

 

それだけ聞いていると、中小企業が生き残っていくことができないように聞こえますが、もちろん

そんなことはありません。そのような厳しい状況の中、中小企業は、各企業の“特徴”すなわち“強

み”を生み出していったのです。つまりどういうことかというと、他の企業にはマネができない、その

会社で生み出した特殊な部品を作るようになっていったのです。例えば、ある中小企業でしかＡと

いう部品を生産することが出来ないとするならば、大会社はその企業に生産を依頼するしかあり

ません。そうすることによって常に注文がかかるようにして、経営を安定させたのです。このように

誰も手をつけていない産業（分野）のことを「すきま産業（ニッチ産業）」といいます。ただ、やがて

他社もそのＡという部品を生産する方法を見つけるかもしれないので、常に新しい技術を生み出し

ていく必要があります。そのようにして、中小企業・小さな工場は、生き残ってきたのです。 

 このように、私の所属している大学のゼミでは、小さな企業（中小企業）がどのような方法をとれ

ば、経営を安定させることができるのか、それについての討論を教授やゼミ生と行い研究を深め

ています。 

  

将来会社を経営してみたい、または会社で働く際に必要な知識を身につけたいと少しでも考え

ている人は、是非経営学部に来て下さい。 

 

4.卒業後の進路 

 私は、将来企業経営に関わる仕事に就きたいと思っています。周りの友人は金融業や小売業に

就職したいと   考えている人が多いです。経営学部は、就職先についてはあまり業種は限定さ

れないため、自分の将来やりたいことをじっくり選択することができます。中には公認会計士や公

務員を目指す人もいますが、大学院へ進学する人は少ない印象があります。 

 

5.取得可能な資格 

 経営部の卒業と同時に自動的に取得できる資格はありません。しかし、税理士や公認会計士に

なるために必要な、基礎的なことを学べるような授業はあります。 

 


